
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ環境面 

所内での活動は床の活動を考慮するなど、整えられてい

る。 

 

Ｂ児童への支援内容 

他児との交流の機会は不足しているがプログラムを工夫

し十分な支援がされている。 

ペアレントトレーニングの実施はない。 

Ｃ事業所からの情報発信 

父母の会はない。相談事項など適宜対応があり、児の

日々の状況は共有されている。 

 

Ｄ非常対応 

緊急時マニュアルなどの周知について不足している。 

 

総合的には、児は通所を楽しみにし、提供される支援へ

は満足いただけている。 

 

Ａ環境面 

療養通所とスペースを共有している。スペース上の制限はあるが、活

動に応じて環境づくりをしている。今年度は予定外の休業はせずに事

業の継続ができた。 

Ｂ児童への支援内容 

今年度の利用者数は 2 名、発達の状況から個別の活動が中心だっ

た。季節のイベントなどは一緒に同じイベントを体験するようにかかわっ

た。個別支援計画立案は数名で行い、その後にスタッフ間で共有し

共通認識のなかで支援ができるようにした。 

Ｃ関係機関との連携 

今年度は学童への移行支援はなく、他の児童発達支援の利用開始

をする際の情報提供を行うことがあった。必要に応じて迅速に対処す

ることを心がけている。 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

送迎の際に密にコミュニケーションをとり支援内容の報告や相談ごとへ

の返答ができるようにしている。 

改めて面談の時間は今年度も持っていない。 

今年度より季刊でお便りを作成し共有している。 

Ｅ非常対応 

緊急時マニュアルはあり、避難訓練を療養通所と合同で実施してい

る。 

【共通点】 

・所内でのスペース的に限りがある中での活動を行っていることへの共通理解がある。 

・利用児童が少なく他児と関わりが少ないものの療養通所とのかかわりなどプログラムの工夫を十分に行うようにしている。 

・面談の時間はとっていないものの送迎時に十分に児の情報を共有することで密なコミュニケーションを図っている。 

・スタッフ間と利用者間において緊急時マニュアルの浸透が十分ではない。 

 

【相違点】 

 

 

 

 

 

 

 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

児童発達支援 事業所自己評価シート         令和 4 年度         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

事業所名  悠 YOU こどもデイ      

担当者    那須 夕子         

 

 

・緊急時マニュアルについての定期的な見直しや共有行う。 

・ホームページの情報更新があった場合に都度利用者共有するなど発信の強化を続ける。 

・利用児童の数が少ない中でこども同士の関わりが持てるよう他施設などとの交流などを検討してい

く。 

 

 

・日々のやり取りを丁寧に行いコミュニケーショ

ンが密にとれる。 

・限られたスペースながらプログラムや近隣の資

源を利用し、児に必要な支援を提供できる。 

 

 

・季刊のお便り発行を始めた。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

利用者さんへのかかわりは十分に行っているが、事業所内スタッフに向けても懇切丁寧に実施している事や強

化したいことについての説明や解説が必要だということを知りました。 


